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ド?力絵 助詞 述語固 います
（4）日記指導
以下に子どもの日記の抜粋を掲げるが、その前に日記指導を行った立場
とその指導過程について述べておく。
①日記指導の立場
ア幼児は3歳になると「ぼく」「わたし」という一人称を使用するこ
とができるようになり、と同時にrきのう」rきょう」「あした」等の
時間に関する言葉も使用することができるようになる。rぼく」rわた
し」という一人称の発言は、自分の言葉で話すという象徴的な意味を
持っている。ここでは、まず子どもが自分で経験してことを切り取り、
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それに対する心や考えを「ぼく」「わたし」で始まる自分の言葉で日
記を書くことができるようにしたい。子どもはrきのう」という言葉
を中心に「きのう」より「あした」の方を先に覚えると言われている。
日記指導に当たっては、rきょう」の自分に視点を当て、経験したこ
とを「だれ」「どこ」「なに」等の観点より想像させ、「きょう」で始
まる言葉で日記を書くことができるようにしたいと考えている。
イ幼児の文字の読み書き能力が可能になるためには、それに至るまで
に文章の学習能力が形成されていなければならない（4）と村石昭三は
指摘する。ここで言う文字の学習能力とは、一つ一つの文字の「形」
を認識する能力、一つ一つの「音（節）」を分解し、抽出する能力、
一つ一つの単語の「意味（義）」を知る能力（5）の三者のことである。
このような能力のより確かさを求め、文字の生活様式をつくらせる
ことを意図して日記指導を行ったのである。幼児の生活様式の変化は、
身体的動作を主とした生活より話し言葉の生活へ、更に書き言葉の生
活へと段階的に変化すると言われる。ここでは、特に書き言葉の生活
に視点を当て、その基本様式を学ばせるために親の働き掛けによって
日記を綴らせたのである。
ウ子どもが自己を綴ることができるようになるためには、文や文章の
仕み（文字指導の三領域の中に含める）を知らなければならないし、
そしてそれを駆使して話の文や文章に即して思考することができなけ
ればならない。このような状況に子どもを至らしめるためには書かれ
ている文や文章に対して様々な方法で子どもがそれに触れるような活
動を設定する必要がある。必要な活動としては、絵本を見せながら文
章を読んでやる、童話を読んでやる、書き言葉の文章を語ってやる等
が考えられよう。我々が普段行っている会話の遣り取り等の話し言葉
は、時として筋が通っていなかったり、振じれていたり、余分な言葉
が多かったり、文や文章に仕組みに即して筋を追うのは適切でない。
これに対して書き言葉は使用されている言葉が精選され、文や文章に
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筋が通っており、それに頼って思考が進めやすい。子どもは、このよ
うな活動によって文や文章の仕組み等を体得しているので、実際に書
く活動を通してよりそれを確かなものにさせたいと願って日記指導を
行ったのである。
工幼児の書き言葉をめぐって、子どもによっては46ヵ月で文章を書く
ことができるという実態調査がある。このような子どもは、文字を読
んでみたい、書いてみたいという意欲がある程度育っている。（6）子ど
もの書き言葉の実態を鑑みるとき、文字指導の開始期は、必ずも年齢
で決まるものではない。その子どもに文字の学習能力が育っており、
そして書いてみたいという意欲が育っているかどうかで決まる。（7）子
どもはこのような力や意欲が育っているので、年中の最初の段階から
日記指導を行ったのである。
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②指導過程
主な学習活動
1今日のことを話す。
・見たこと
聞いたこと
したこと
2経験したことの中から
一つ話したいことを選ぶ。
3口頭で文を作る。
（1）文の組み立てを知る。
（2）rだれが」「どうする」
等の文型を知る。
（3）「きょう、あなたは、
なにをしましたか。」
「きょう、あなたは、
だれと、どこで、なにを
しましたか。」
（4）日記を書く。
ぼくは（わたしは）…
しました。」を使って
日記を書く。
留 意 点
・経験したことを取材の対象と意識させ、
その中で最も心に残ったこと（最も思い
出せること）を一つ選び出させる。
・取材の段階では、幼児の心を十分耕すよ
うに配慮する。
「ぼくは、おおきなすいかをたべました。」
「わたしは、うみにつれていってもらい
ました。」「わたしは、きのう、おとうさ
んとはなびをしました。」等の文を提示
し、その範読を聞かせたり、それを音読
させたりして文への意識を高めさせる。
文にまとめる際の着眼点を考えさせる
（rいっ」rどこで」rだれと（だれが）」
「なにを」「どうする」）。
・口頭で文を綴らせるための視点を与え、
それにしたがって話をさせる。
その際、冒頭や話の途中に呼び掛けの
rあのね」の言葉を添えたりして話をさ
せる。
・文型、5WIHの視点を与えながら日記
を綴らせる。
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●（4歳11ヶ月）（年中児）
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●（5歳9ヶ月）（年中児）
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5絵と言葉指導
前章4において、文字の読み・単語の理解・文型の理解を経験している
幼児には、文字を書くことで表現したい、伝えたいという思いも生まれて
くる。この指導は、文字で文型に従って表現する前段階として、場面の絵
画化を採り入れ、興味・関心を大切にしながら事象の文字化（言葉で記す）
を目指したものである。
幼児は毎日様々な経験を重ねている。親にも、口頭で一生懸命に伝えよ
うとする。表現しようとするその思いを大切にしながら、文字指導につな
げたい。形式は、「絵日記」である。親の働きかけが何よりも大切である。
指導の過程は次のようになる。
ア親との会話の中で、幼児は、その日の出来事を想起する。「絵に描
いてみようか。何を書くの。」との問いかけをしながら、描く場面・
事象について口頭で確認する。
イ幼児は、自分のペースで、出来事や経験を切り取り、絵に表現して
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いく。表現された「モノ」「コト」は、幼児がもっとも興味を抱いた
事象である。
ウ絵が描けた段階で、その「場面」「事象」について口頭で確認する。
工絵に表現されたrモノ」rコト」について、文字で表現することを
伝える。
オー番興味のある事象から、書き始める。その際、ひらがな一字・
一字の指導については、前章3で用いた方途を活かして工夫を行う。
一字一字の書き順や鏡文字には特に留意したい。
力毎日が無理でれば、隔日でもよい。土曜日には、一週間の日記を振
り返り、書き上げた言葉について、r今週の言葉」として再度表現さ
せる。
実際の幼児の絵日記（5歳を迎えるころ）については、次ページを参照
されたい。この指導におけるねらいとその特徴とを次にまとめる。
・幼児の経験を素材とし、絵画表現を経て、言葉の表現指導へとつなげ
ることをねらいとする指導である。
・幼児の興味・関心を大事にした指導である。
・日記という形式により、繰り返し指導が行え、文字表現の定着に有効
である。
週の終わりには、再度、r今週の言葉」として繰り返し文字指導を行う。
・口頭による作文指導を併せて行いながら、文型に基づいた日記指導へ
とつなげることが可能である。
・生活語彙の拡充を図ることができる。（理解語彙の確認）（表現語彙へ
つなげる）
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